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―1
0
一
六
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン

プ
の
当
選
が
決
ま
っ
た
と
き
、
日
米
両
国
の
研
究
者
や
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
多
く
は
驚
き
の
声
を
上
げ
た
。
知
的
な
語
り
口
の
前
大

統
領
と
は
対
称
的
に
、
移
民
や
女
性
に
た
い
し
て
差
別
的
な
暴
言

を
繰
り
返
し
て
き
た
彼
は
、
自
由
と
平
等
を
標
榜
し
て
き
た
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
（
以
下
ア
メ
リ
カ
）
の
大
統
領
に
は
似
つ
か
わ
し

く
な
い
と
い
う
の
が
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
評
価
だ
っ
た
。
私

が
一
九
九

0
年
代
か
ら
二

0
0
0年
代
に
か
け
て
の
留
学
時
代
に

「
セ
ト
ラ
ー
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ア
メ
リ
カ
は
「
偉
大
な
国
」
な
の
か

【
特
定
課
題
講
座
】

「
セ
ト
ラ
ー

不
可
視
化
さ
れ
る
先
住
民
族
と
核
開
発
」

コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

知
り
合
っ
た
友
人
の
大
半
も
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
誕
生
に
動
揺

し、

F
a
c
e
b
o
o
k
に
は
怒
り
と
戸
惑
い
の
投
稿
が
あ
ふ
れ
た
。
怒

り
の
根
底
に
は
、
霧
骨
な
差
別
発
言
に
た
い
す
る
嫌
悪
感
と
と
も

に
、
「
ト
ラ
ン
プ
は
ア
メ
リ
カ
本
来
の
理
念
に
逆
行
す
る
人
物
で

あ
る
」
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

報
道
各
社
が
作
成
し
た
投
票
動
向
を
示
す
地
図
か
ら
は
、
富
が

集
中
す
る
沿
岸
部
の
大
都
市
圏
と
、
そ
れ
以
外
の
地
域
の
あ
い
だ

を
走
る
亀
裂
が
見
え
る
。
た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
は
本
来
、
民
主
主

義
を
尊
び
、
世
界
の
お
手
本
に
も
な
る
べ
き
模
範
国
家
な
の
だ
と

い
う
強
い
自
負
と
、
「
メ
イ
ク
・
ア
メ
リ
カ
・
グ
レ
ー
ト
・
ア
ゲ

不
可
視
化
さ
れ
る
先
住
民
族
と
核
開
発
」

石
山
徳
子
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ィ
ン

（
ア
メ
リ
カ
を
再
び
偉
大
な
国
に
）
」
と
い
う
ト
ラ
ン
プ
・

キ
ャ
ソ
ペ
ー
ン
が
掲
げ
た
標
語
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。
二
つ
の
流

れ
の
重
な
り
、
そ
し
て
ズ
レ
が
、
こ
の
国
が
抱
え
る
困
難
の
本
質

を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
報
告
で
は
、
近
年
の
先
住
民
研
究
や
人
種
研
究
の
分
野
で
議

論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
セ
ト
ラ
ー
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
い

う
概
念
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
ア
メ
リ
カ
の
核
開
発
の
現
場
で
何
が

起
き
て
い
る
の
か
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
得
た
知
見
を
軸
に
話

を
し
た
。
核
開
発
を
牽
引
し
て
き
た
「
偉
大
な
国
」
で
、
社
会
的

に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
び
と
の
土
地
が
、
国
の
安
全
保
障
の
た
め

に
は
や
む
を
得
な
い
「
犠
牲
区
域
」
と
規
定
さ
れ
、
環
境
汚
染
の

最
前
線
に
置
か
れ
て
き
た
経
緯
、
さ
ら
に
は
セ
ト
ラ
ー
・
コ
ロ
ニ

ア
リ
ズ
ム
に
根
ざ
し
た
国
家
の
成
り
立
ち
そ
の
も
の
を
見
る
な
ら

ば
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
も
さ
ほ
ど
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い

の
だ
。

セ
ト
ラ
ー
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
国

二
0
0
0
年
代
に
入
っ
て
以
降
、
セ
ト
ラ
ー
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ

ム
と
い
う
、
一
般
的
に
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
が
、
人
種
研
究
や
先

住
民
研
究
の
学
会
で
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
入
植
植

民
地
主
義
」
、
も
し
く
は
、
「
定
住
型
植
民
地
主
義
」
と
も
訳
さ
れ

い
す
み
あ

一
号
（
―

IOI
九
・
三
）

る
概
念
だ
。
セ
ト
ラ
ー
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
研
究
は
、
西
欧
世
界

が
い
か
に
旧
植
民
地
を
他
者
化
し
た
上
で
自
己
を
確
立
し
、
支
配

関
係
を
築
い
て
き
た
の
か
、
歴
史
的
、
文
化
的
な
文
脈
か
ら
批
判

的
に
検
討
す
る
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
思
想
と
、
問
題
意

識
を
共
有
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
に
先
住
民
研
究
の
分

野
に
お
い
て
は
、
「
ポ
ス
ト
」
、
す
な
わ
ち
「
ー
の
後
」
と
い
う
言

葉
に
た
い
し
て
抵
抗
が
強
い
。
な
ぜ
な
ら
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
地
理
空
問
に
お
い
て
、
征
服
者
は
そ
の
ま
ま
入
植
し
、
新
し

い
国
家
を
設
立
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

セ
ト
ラ
ー
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
国
家
の
成
立
の
前
提
は
、
入

植
者
が
先
住
民
族
の
土
地
を
収
奪
し
、
こ
れ
を
自
ら
が
所
有
す
る

こ
と
で
あ
る
。
宗
主
国
に
戻
る
こ
と
の
な
か
っ
た
入
植
者
は
、

「
新
」
大
陸
で
身
体
的
、
文
化
的
な
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
繰
り
返
し

た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
か
つ
て
の
帝
国
主
義
国
家
が
植
民
地
の

労
慟
力
と
資
源
を
搾
取
し
、
こ
れ
を
母
国
の
政
治
経
済
力
の
強
化

を
図
る
糧
と
し
た
の
と
は
異
な
る
。
セ
ト
ラ
ー
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ

ム
の
系
譜
は
、
先
住
民
族
の
存
在
そ
の
も
の
が
か
き
消
さ
れ
、
ま

る
で
過
去
に
滅
び
た
民
族
で
あ
る
か
の
よ
う
な
幻
想
に
あ
ふ
れ
た

現
代
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
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核
開
発
の
暴
力

「
セ
ト
ラ
ー
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

不
可
視
化
さ
れ
る
先
住
民
族
と
核
開
発
」

私
は
一
九
九

0
年
代
後
半
か
ら
、
人
文
・
政
治
地
理
学
の
研
究

者
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
西
部
に
お
け
る
核
開
発
の
現
場
を
訪
れ
て

い
る
。
軍
事
目
的
を
基
点
と
す
る
核
開
発
の
各
段
階
、
す
な
わ
ち

原
子
爆
弾
製
造
を
目
的
と
し
た
マ
ソ
ハ
ッ
タ
ン
計
画
、
原
料
で
あ

る
ウ
ラ
ン
の
鉱
山
、
核
実
験
場
、
放
射
性
廃
棄
物
の
中
間
貯
蔵
施

設
や
永
久
処
分
場
の
候
補
地
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
現
場
が
あ
り
、
そ

こ
て
生
活
す
る
人
ひ
と
が
存
在
す
る
。
核
開
発
現
場
の
大
半
は
、

都
市
圏
か
ら
離
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
僻
地
」
て
、
周
り
に
は
貧
困
に

苦
し
む
先
住
民
が
多
く
い
る
。
一
般
社
会
か
ら
孤
立
し
、
環
境
破

壊
の
余
波
に
苦
し
む
現
場
を
歩
き
、
人
び
と
の
話
に
耳
を
頷
け
る

作
業
を
続
け
て
い
け
は
い
く
ほ
ど
、
「
偉
大
な
国
」
と
い
う
言
葉

は
空
虚
に
響
く
。

本
報
告
て
は
、
一
九
四
二
行
に
マ
ソ
ハ
ッ
タ
ン
計
幽
の
[
環
と

し
て
建
設
さ
れ
て
以
降
、
冷
戦
期
に
か
け
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
生

産
拠
点
と
し
て
機
能
し
、
現
在
も
除
染
作
業
が
続
く
ハ
ン
フ
ォ
ー

ド
・
サ
イ
ト
の
歴
史
地
理
を
、
セ
ト
ラ
ー
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の

文
脈
に
位
置
づ
け
て
検
討
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
州
東
部
の
乾
燥
地

帯
を
流
れ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
川
沿
い
に
位
置
す
る
同
サ
イ
ト
は
、
も

と
も
と
ワ
ナ
パ
ム
族
や
ヤ
カ
マ
族
を
含
む
複
数
の
先
住
民
族
の
居

住
、
狩
猟
、
採
集
、
交
易
の
圏
内
に
あ
っ
た
。
諸
部
族
は
、
国
家

権
力
の
も
と
に
先
祖
伝
来
の
土
地
を
奪
わ
れ
、
ア
ク
セ
ス
を
禁
じ

ら
れ
、
さ
ら
に
は
放
射
能
汚
染
の
現
場
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
痛
み

を
抱
え
て
生
き
て
い
る
。
彼
ら
に
よ
る
除
染
作
業
へ
の
参
加
、
お

よ
び
除
染
後
の
士
地
の
使
用
権
を
め
く
る
要
求
は
、
植
民
地
主
義

へ
の
抵
抗
の
営
み
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

核
開
発
に
不
可
欠
な
弱
者
を
国
家
が
切
り
捨
て
る
構
造
と
、
こ

れ
を
も
と
に
築
か
れ
る
「
豊
か
さ
」
へ
の
欲
望
こ
そ
が
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
を
う
み
だ
し
た
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
、
こ
れ
に
杭
う
先
住
民
の
営
み
か
ら
、
私
た
ち
は
い
っ
た
い
何

を
学
ぶ
こ
と
が
て
き
る
の
か
。
こ
う
し
た
問
い
に
つ
い
て
、
和
泉

キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
け
ら
れ
た
テ
ン
ト
と
い
う
不
思
議
て
魅
力
的
な

空
間
に
集
ま
っ
て
下
さ
っ
た
方
々
に
報
告
を
行
い
、
と
も
に
考

え
、
意
見
交
換
が
て
き
た
こ
と
に
心
か
ら
感
湖
し
て
い
る
。
テ
ン

ト
企
画
を
続
け
て
く
た
さ
る
丸
川
先
生
、
呉
出
な
コ
メ
ン
ト
を
く

だ
さ
っ
た
森
永
先
生
、
そ
し
て
、
ハ
ッ
と
す
る
よ
う
な
質
問
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
来
場
者
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

こ。t
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